
地域研究委員会・地球惑星科学委員会合同地理教育分科会小委員会の設置について 
 
分科会等名：自然地理学・環境防災教育小委員会    
 

１ 所属委員会名

（複数の場合

は、主体となる

委員会に○印を

付ける。） 

○地域研究委員会 
地球惑星科学委員会 

２ 委員の構 成 ２０名以内会員又は連携会員若しくは会員又は連携会員以

外の者 
３ 設 置 目 的  日本学術会議「日本の計画」（２００２ 年）は、循環型社会

における地球規模の環境問題解決能力の育成には、人間と社

会の関係が歴史的のみならず風土的・空間的な存在であるこ

との理解が必要であると指摘している。本小委員会は、自然

環境を人間活動との関係で捉える自然地理学の視点や方法

論を整理し、大学教育における重要性を明らかにするととも

に、その研究成果が、環境・災害問題検討の根幹となる「地

球観」や「災害観」の育成において如何に重要かを検討する。

地理教育の重要性は日本学術会議対外報告「現代的課題を切

り拓く地理教育」（平成１４年）でも提言され、防災分野で

も「地球規模の自然災害に対して安全・安心の社会の構築」

（平成１９年）において、ハザードマップ等を利用した地

学・地理教育の推進の必要性が提言され、「東日本大震災を

教訓とした安全安心で持続可能な社会の形成に向けて」（平

成２６年）においても繰り返されている。平成２９年には「持

続可能な社会づくりに向けた地理教育の充実」が提言され、

次期指導要領において高等学校で「地理総合」が必修化され、

自然地理は重要な位置づけを担うことになる。これを受け本

小委員会は、大学および学校教育における自然地理学および

環境防災教育の進展および支援方策について検討する。 
 

４ 審 議 事 項 １．自然地理学・環境防災教育の現状・課題の整理 
２．学校教育現場における自然地理学、環境防災教育の充実 
に係る審議に関すること 

５ 設 置 期 間 平成３０年２月２２日～平成３２年９月３０日 
６ 備    考  

 
 


